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はじめに 

このたびは本装置をお買いあげいただきまして誠にありがとうございます。 

本装置を正しくご使用いただくために、ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管していただきますよう、お願い申し上げます。 

 

・ 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 

・ 説明内容および設定などでご不明な点がございましたら、必ず当社までお問い合わせください。お客

様ご自身での設定などによる不具合、損害等の責を当社で負うことは、ご容赦ねがいます。 
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１．安全上のご注意 

ご使用になる前にこの｢安全上のご注意｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。 

本書に記載の注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。 

表示とその意味は次の通りです。 

 

１－１．本書での記号の意味 

表 示 表 示 の 意 味 

 

 
回避しないと死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示します。 

 

 

 

回避しないと軽傷または中程度の障害を招くおそれがある危険な状況、お

よび物的損害のみの発生を招くおそれがある場合を示します。 

※ 物的損害とは家屋･家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を意味します。 

 

図 記 号 図 記 号 の 意 味 

 △は警告を示します。 

具体的な内容は△の中や近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は｢感電注意」を示します。 

   は禁止（してはいけない）を示します。 

具体的な内容は  の中や近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は｢分解禁止｣を示します。 

 
●は指示を示します。 

具体的な内容は●の中や近くに文章や絵で示します。  

左図の場合は｢一般の義務的行為｣を示します。 

 

１－２．施工上の注意事項 

 

 

・ 電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。 

工事に不備があると火災や感電などの事故の原因となります。 

 

 

・ 配線工事を行うときには必ず各機器の取扱説明書およびマニュアル等を読んでそ

れに従ってください。 

指示内容に従わない場合、感電などの事故や負荷機器の物的損害などの原因と

なります。 

取扱説明書確認 

専門業者 
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・ 製品に強い衝撃や過度な荷重を加えないよう注意してください。衝撃などを加えた

場合や、亀裂、破損、変形、塗装の剥離、その他異常・故障などが発生した場合は、

販売代理店、もしくは当社営業担当までご連絡ください。 

 

 

 

・ インバータノイズの影響がひどい所でのご使用の場合、ノイズカットトランスをご使

用ください。 

 

 

 

 

 

・ ＲＳ－４８５通信線およびカレントループ通信線は、電源線から極力離して配線して

ください。 

 

１－３．使用上・保管上の注意事項 

 

 

・ 端子カバーは必ず取り付けてください。 

端子や電線に直接触れて、感電などの事故の原因となります。 

・ 必ず接地（Ｄ種接地）してご使用ください。 

 

 

 

・ 次のような項目で使用しないでください。誤動作、寿命低下、事故、故障の原因と

なります。 

 

１ 医療機器および高度な管理機器など、生命･財産等について重大な影響を及ぼす電気機器等

が接続された電源系統 

２ 強電界･強磁界の発生する場所 

３ 油･油煙のかかる場所 

４ 埃や粉塵（特に鉄粉やカーボンなどの導電性の粉）、腐食性ガス（アンモニアや亜硫酸ガスなど）

の多い場所 

５ 塩環境の場所 

６ 屋外 

７ 周囲温度が－１０℃～５０℃の範囲を超える場所 

８ 周囲湿度が８５％の範囲を越える場所や、８５％以下の範囲以内でも結露する場所 

９ 水がかかったり、直射日光（紫外線）が当たる場所 

注意 

禁止 

ノイズカットトランス 

・ 形名：ＦＦＴ－ＳＡ／５０／１００－１１０ 

・ メーカー名：富士電機テクニカ 

注意 

注意 

注意 

感電注意 
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１０ 振動や衝撃の多い場所 

１１ ノイズやサージを発生させる機械のある場所 

１２ メンテナンスを行うことができない場所 

１３ ＵＳＢメモリ以外のＵＳＢデバイス接続 

 

 

 

・ 保守点検時以外は扉を開閉しないでください。 

感電、扉との接触、歪み・破損、指・ケーブルの挟みこみの危険があります。 

 

・ 初めて設置する際は、通電後リセット操作を行ってから機器設定をしてください。リ

セット操作により、設定とデータは全てクリアされます。 

 

・ 製品に強い衝撃や過度な荷重を加えないよう注意してください。衝撃などを加えた

場合や、亀裂、破損、変形、塗装の剥離、その他異常・故障などが発生した場合は、

販売代理店、もしくは当社営業担当までご連絡ください。 

 

１－４．保守・点検の注意事項 

・ 保守点検は電気工事士の資格を有する者が行ってください。 

・ 電気的な保守点検は定期的に（年１回程度）行ってください。 

端子の締め付けが緩んでいたりすると、火災などの事故の原因となります。 

 

・ 保守点検で耐圧試験を行う場合は、ＦＧを接続している基板のＦＧジャンパーを外

して電源（ＭＡ、ＭＢ）端子一括とＦＧ２端子間で行ってください。試験後、ＦＧジャン

パーを確実に取り付けてください。 

ＦＧジャンパーの取り付けが不十分であると雷害などの外乱故障の原因となります。 

 

・ 分解、改造やご自身での修理は行わないでください。 

感電、火災などの事故や本体の故障の原因となります。 

 

・ 製品に異常が起きたときには電源を切り、当社営業担当または、電気工事士の資

格を有する方に連絡してください。 

そのまま使用すると火災や負荷機器への悪影響の原因となります。 

  

電源を切れ 

分解禁止 

注意 

注意 

注意 

注意 

点検確認 

点検確認 
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１－５．運搬・長期保管上の注意事項 

・ 強い振動、衝撃を与えないよう、運搬してください。 

・ 運搬時はダンボール箱に梱包された状態で運んでください。またねじ類の締め忘

れにはご注意ください。 

・ 腐食性ガス、高温多湿、振動衝撃のある場所、寒暖の差の激しい場所、強い誘導

ノイズ、電界、磁界などが発生する場所には保管しないでください。 

・ 周辺温度が０℃～5０℃の範囲を超える場所には保管しないでください。 

・ 雨水（水滴など）、油、その他塵埃、粉塵などのかかる場所には保管しないでくださ

い。 

 

１－６．廃棄する場合 

・ 廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。 

・ または各自治体の指示に従って処分してください。 

 

 

  

注意 

注意 
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２．保証 

２－１．保証期間 

本装置の保証期間は、納入後１年といたします。 

 

２－２．保証範囲 

上記の保証期間中に納入者側の責により故障が生じた場合は、その機器の故障部分の交換、また

は修理を無償で行います。 

ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。 

・ 需要者側の不適当な取り扱い、ならびに使用による場合。 

・ 故障の原因が納入機器以外の事由による場合。 

・ 納入者以外の改造、または修理による場合。 

・ その他、天災、災害などで、納入者側の責にあらざる場合。 

なお、ここでいう保証は、納入機器単品の保証を意味するもので、納入機器の故障により誘発される

損害はご容赦いただきます。 

 

２－３．生産中止後の取り扱い 

本装置は生産中止後の修理対応期間を５年間といたします。但し､５年以内であっても修理用部品の

在庫が無くなった場合は、当該部品を必要とする修理対応ができなくなる場合がございます。 

 

２－４．有償業務の範囲 

次のような場合は、別途費用を申し受けます。 

・ 取り付け調整指導、または試運転立ち合い 

・ 保守点検・調整 

・ 技術指導、および技術教育 

 

 

 

  

分解禁止 
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３．装置概要 

３－１．システム構成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２．装置概要 

LTE 通信端末器（以下、本装置）は交流電力量計(大崎電気製 通信機能付き)から計測データを収

集し、LTE 回線で上位システムへ計測データを伝送することを目的とした装置で、以下の特徴を有し

ています。 

 

① 交流電力量計との I/F(カレントループ) 

交流電力量計－本装置間でカレントループ通信を行うことができます。(カレントループ接続を有効に

するには SW1_1 を OFF にして電源を再投入します。この際には RS-485 接続が無効になります。) 

 

② 交流電力量計との I/F（RS-485） 

交流電力量計－本装置間で RS-485 通信を行うことができます。(RS-485 接続を有効にするには

SW1_1 を ON にして電源を再投入します。この際にはカレントループ接続が無効になります。) 

 

③ データ収集、動作履歴 

本装置は交流電力量計(最大 2 台)より 30 分毎のデータを収集、各電力量計の指針値をレコードとし

て記憶し、LTE 回線で上位システムへ伝送する機能を有しています。また、各動作・異常検出履歴を

装置内部に保持します。 

 

 

  

動力 電灯 

Internet 

上位システムLTE 通信端末器 

（本装置） 

プロトコル(HTTPS) 

電力量計 1 台で使用の場合は本装置の DT1/SG1 端子に接続。 

２台目を増設の場合は DT2/SG2 端子に接続。 

負 荷 

電力量計(増設)

電力量計 
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４．製品仕様 

４－１．装置仕様 

一般仕様 

項 目 仕 様 

名 称 LTE 通信端末器 

形 名 RNU-068 

電 源 100/200 V AC ±10%  50/60Hz 

消 費 電 力 10VA 以下 

使 用 環 境 温度： -10～+50℃、湿度： 85%RH 以下（非結露時） 

U S B USB メモリによるデータ取得 

雰 囲 気 ・異常な振動、衝撃を受けない場所 

・過度な水蒸気、油蒸気、煙、粉塵、塩分にさらされない場所 

・腐食性ガスに晒されない場所 

カレントループ 

入力形式 

カレントループ通信入力：2 点 

伝送速度： 1200bps 

最大伝送距離： 100m 

RS-485 

入力形式 

接続ユニット数： 2 台 

伝送速度： 9600bps 

最大伝送距離： 1200m 

取 付 方 法 ネジ止め 

外 形 寸 法 110（W）×157（H）×51（D） (突起部含まず) 

質 量 約 0.35kg 

 

表示部仕様 

名     称 仕様 

色 表  示 内  容 

通信端末状態表示 電源 緑 消灯 電源断または異常 

点滅(0.2 秒周期) 初期処理中 

点灯(1 秒周期) 動作中 

点灯 初期状態 

通信状態表示 通信 橙 消灯 無通信状態 

点滅(瞬時) 通信状態 

点滅(常時) 通信異常発生 

エラー状態表示 エラー 赤 消灯 正常 

点滅 異常発生 

LTE 網接続状態表示 状態 緑 消灯 無通信状態  

点滅(瞬時) データ送受信中 

点滅（常時） LTE 網接続異常発生 

電波レベル表示 レベル 緑 点灯 レベル１～３(電波受信強度による)

USB アクセス表示 USB 橙 点灯 USB メモリ接続中 

点滅 USB メモリアクセス中 
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４－２．接  続 

電源、接地、カレントループ用端子、ならびに RS-485 通信用端子の接続ケース下部に設けたＭ３．５

ねじ端子台により、圧着端子を用いて２ｍｍ２までの電線を接続できるものとします。端子の配列は、

以下によるものとします。 

 

 

 

                                               端子台配列 

 

 

名称 用途 備考 

MA、MB 電源 AC100/200V±10% 50/60Hz 

FG1、FG2 接地 D 種接地線は FG2 に接続。 

通常使用時 FG1 と FG2 は短絡バーにより接続 

（FG1 には内部耐雷素子接続） 

A+、B-、SG RS-485 通信用 A+: RS-485 通信端子 

B-: RS-485 通信端子 

SG:シールドケーブル用接続端子 

DT1、SG1 カレントループ通信用 1 
電力量計を 1 台つなぐ場合はこちらをご使用ください。

増設なしで DT2 に接続しても通信できません。 

DT2、SG2 カレントループ通信用 2 接続台数 2 台目専用になります。 

 

 RS-485 通信線接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 上図に RS-485 通信線の関連機器との接続例を示します。 

・ 電源線とは極力距離を置いて配線してください。またノイズ保護のため、全ての RS-485 通信

線のシールド接続線は［ＳＧ］端子に接続後、本装置側１箇所でＤ種接地してください。 

・ RS-485 通信線の接続はマルチドロップ接続（いもづる式）になるように配線してください。 

  

本装置 

終端抵抗用 

交流電力量計

（1 台目） 
交流電力量計

（2 台目） 
 Ａ＋ Ｂ－ 

ＳＧ 

シ-ルド線 

Ｄ種接地 

Ａ＋ Ｂ－ Ａ＋ Ｂ－ ＳＧ ＳＧ 

終端抵抗接続 

RS-485 通信線の接続例 

スイッチ ON 
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 カレントループ通信線接続 

 通信機能付電力量計との接続（カレントループ通信） 

・ 通信機能付電力量計の［ＤＴ］、［ＳＧ］端子と、本装置の［ＤＴ］、［ＳＧ］端子を接続します。 

［ＤＴ1］、［ＳＧ1］は 1 台目、［ＤＴ2］、［ＳＧ2］は 2 台目 

 

 接続ケーブル 

指定ケーブル：ＦＣＰＥＶ φ０.９～φ１．２ １Ｐ、またはＣＰＥＶ－Ｓ φ０．９～φ１．２ １Ｐ、 

またはＣＶＶ－Ｓ １．２５ｓｑ ２Ｃ 

標準剥き線長：８～９ｍｍ 

推奨適合工具：プラスドライバ（軸径φ６、Ｈ型２番） 

 

・ ねじの締付トルクは０.６３［Ｎ・ｍ］です。 

 

 

 

 

 

 

・ 本装置は、通信機能付電力量計、発信装置付計器と組み合わせて使用します。接

続図および、端子配列を参照し、関連機器と正しく接続してください。 

 

・ 接続終了後は、必ず端子カバーを取り付けてください。 

・ 端子ねじは確実に締め付けてください。 

 

・ 製品に異常が起きたときには電源を切り、当社営業担当または、電気工事士の資

格を有する方に連絡してください。 

そのまま使用すると火災や負荷機器への悪影響の原因となります。 

 

  

接続注意 

推奨圧着端子 

Ｙ型絶縁被覆付圧着端子 

１．２５ｓｑ用 

Ｍ３．５用、内径３．７ｍｍ以上、外形６．０ｍｍ

注意 

電源を切れ 

注意 
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４－３．スイッチ 

 終端抵抗について 

RS-485 通信線の最遠端の２箇所で終端処理を行ないます。当該装置が最遠端となる場合は、

本装置下側の内蔵端末器の終端抵抗スイッチのみを［ＯＮ］にしてください。（１２０Ω） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 切替スイッチについて 

用途に応じて切替スイッチを操作してください。操作後、電源を再投入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名称 用途 備考 

終端抵抗スイッチ RS-485 終端 RS-485 通信用終端抵抗の入切用で、終端

抵抗の使用時に［ON］とします。 

端子記号 用途 備考 

SW2-1 ON RS-485 接続有効(カレントループ接続無効) 

OFF カレントループ接続有効( RS-485 接続無効) 

SW2-2 ON 使用せず 

OFF 使用せず 

SW2-3 ON 使用せず 

OFF 使用せず 

SW2-4 ON 接続台数 2 台 

OFF 接続台数 1 台 

ON 

ON 

1 2 3 4
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 USB 操作スイッチについて 

USB メモリを USB メモリ用ソケットへ挿し込み後、操作スイッチを押すと、対応する処理を開始します。 

処理終了後(USB アクセス表示が点滅から点灯に変わった後)操作スイッチを長押しすると、USB メモリ

との接続を解除し、安全に USB メモリを抜くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

｝レベル 

USB アクセス表示 
電源 通信エラー 状態 

USB メモリ用ソケット 

操作スイッチ 
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５．製品構成 

 本体・付属品 

名 称 形名・詳細 数量 

LTE 通信端末器 RNU-068 １ 

アンテナ 5m ケーブル付きアンテナ 1 

木ネジ φ4.1×16mm ６ 

 

 

 付属書類（本体同梱品） 

名 称 詳細 数量 

取扱説明書 
LTE 通信端末器「RNU-068」用取扱説明書 

（ダウンロード URL を記載） 
１ 

試験成績書 出荷試験成績書 １ 

 

 

 関連機器 

名 称 形名・詳細 

交流電力量計 

（別売品） 

コンパクトＥＭ： A5DA-RN2、A6DA－RN2、A7DA－RN2、 

 A5HA-N1R、A6HA-N1R、A7HA-N1R 

E-FM： A5EA-RN2、A6EA-RN2、A7EA-RN2 

埋込形ＥＭ： A1D-RLN2SV、A2D-RLN2SV、A3D-RLN2SV、 

  A4D-RLN2SV、AP3D-RLN2SV 
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６．外形寸法 

 

外形寸法図 

(単位：ｍｍ) 
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７．エラーについて 

次の表は、お客様で判断できる簡単な故障の見分け方とその処理方法をまとめたものです。 

サービスをお申しつけになる前にご一読ください。  

この項目以外の場合には、代理店あるいは最寄りの当社営業担当部署にご連絡ください。  

また、納入品の価格には技術者派遣などのサービス費用は含まれていません。 

 

LTE 通信端末器がエラーになった場合、LED でその内容を確認してください。 

状態（緑） エラー(赤) 通信(橙) 電源(緑) 異常内容 対処方法 

― 消灯 ― 消灯 電源異常 施工(AC 電源配線)を確

認。 

施工に問題が無い場合

は、販売代理店、もしくは

当社営業担当までご連絡

ください。 

点滅 点灯 点滅 ハードウェア異常 販売代理店、もしくは当社

営業担当までご連絡くださ

い。 

点滅 切替スイッチ異常 切替スイッチの設定が正

しいか確認してくだい。 

使用する接続に合わせた

設定に変更してください。 

通信異常 ケーブルの接続(抜け)を

確認してください。 

点滅 ― SIM 異常 SIM の取り付けを確認して

ください。 

疎通異常 SIM の開通、サーバ登録

を確認してください。 

電波状況を確認してくださ

い。 
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 その他動作に異常がある場合、下表で確認してください。 

分類 状況 原因 対処方法 

LTE 通信 電波レベル LED

消灯 

設置環境 施工時は LED 点灯が 2 〜 3 個を

目安にアンテナを設置してください 。 

LED 点灯が 1 個の場合は、通信が途

切れる場合があります。 

LED が消灯している場合は、通信がで

きていませんので、アンテナを再度配

置しなおしてください。 

USB メモリ 認識しない。 

USB アクセス表示

LEDが点灯しない。 

接触不良 ＵＳＢメモリを挿抜し直してください。 

セキュリティ機能など 

特殊機能を持つ USB 

メモリを使用している 

セキュリティ機能など特殊機能を持たな

い USB メモリを使用してください。 

RS-485 通

信 

通信できない 通信ケーブルの接続

が間違っている 

接続例を参照し、RS-485 接続端子のＡ

＋はＡ＋、Ｂ－はＢ－に接続してくださ

い。 

アドレス設定の間違

い 

電力量計のアドレスが、本装置の設定

と同じであることを確認してください。1

台目はアドレス 1、2 台目はアドレス 2

に設定してください。 

通信速度が間違って

いる 

電力量計の通信速度が、本装置の設

定と同じであることを確認してください。

速度は、9600bps です。 

カレントル

ープ通信 

通信できない 通信ケーブルの接続

が間違っている 

電力量計の［ＤＴ］、［ＳＧ］端子と、本装

置の［ＤＴ］、［ＳＧ］端子に接続されてい

ることを確認してください。 

1 台目は［ＤＴ1］、［ＳＧ1］、2 台目は［Ｄ

Ｔ2］、［ＳＧ2］に接続してください。 
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